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平成29年12月2日（金）　　　司会：小嶋　彩香　　　記録：
	鳥谷部
	岩淵
	橋本
	小川
	菅原
	小嶋
	慶長
	服部
	戸賀沢
	斎藤
	田中

	○
	公休
	◯
	公休
	公休
	○
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休

	工藤
	藤田
	馬場
	佐々木
	石橋
	柴崎
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	公休
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
＜カウンセリング報告＞
・山野下　恵子様～職業訓練が終わり、ほっとした様子。最終的に就職できなかった事に対する悔しさがあるが、「いろいろ学ぶことができた機会だったと思うようにしている」と前向きな発言もある。対人関係では、男性が苦手だったが、前職で男性と接する機会があったからこそ出来たことであり、経験はつながっているものだな、と実感することがあったと話している。今までの自分とは違い、くよくよする機会もなくなったと、自己肯定感を持っているよう。
・高森　敦子　様～気になることを挙げていくようにアドバイスをすると、困った客を「くそばばぁ」と表現している。考えていくうちに自分で考えがまとまっており、今はその件に関してはたいして考えることはなくなったと笑って述べる。次いで、男性友人との関係について語られる。「ひどいことを言った」と反省しているが、虚勢を張った手前どうしていったらいいのか…と悩んでいる。相手にいろいろ望むが、それが”理想”であることには気づいており、その理想と現実との乖離にあきらめがつかない思いが強く感じ取れる。
・砂庭　真平　様～来院時間が遅れ、カウンセリングが診察後となる。2週間で印象に残っていることでは、直ぐに座間で起きた殺人事件を挙げた。自殺を真剣に考えた身として身近な話題であり、頭がそれに少し引っ張られる引力を感じていたという。自分は誰かと一緒に死にたいという感覚がないから、人に死をゆだねる感覚がわからないと話しており、そこには怒りも感じられた。今は”死”は遠い存在だが、こうして色々思っても社会では話す場所がなく、カウンセリングで少し吐き出せ、それを笑いながら話せることに”楽さ”を感じている、と。カウンセリングの時間が独特の空気や時間の流れはあると思われるが、Th、Ptともに心地よさを感じ、それを共有している。

・七崎　之利　様～目をあまり開けず、常にまぶしそうな顔をしており、負荷がかかり、眼精疲労が強まっていると話している。学会の発表準備に追われ、目に影響がでたことから仕事を休んだと苦笑しながら話している。来年度の仕事の話もされたことから、「精神的な負担があったことは間違いない」と振り返っている。家では特に母に対してきつくなっている自分に気づく。お互いが譲らないところ諦められないところがあり、問題は平行線、と。冬になると低空飛行気味になり、仕事に対して「これでいいのかな」と思う場面があると話す。自分の体を大事にしたいと思いと躁的な自分の良かったところを重ねて考えているようである。
